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富⼠電機は、「エネルギー・環境技術の⾰新により、安全・安⼼で持続可能な社会の実現に貢献します」という経営⽅針のもと、⼀丸と
なって地球環境問題に継続的に取り組んでいます。

環境担当役員からのメッセージ

富⼠電機は、地球温暖化防⽌、循環型社会形成、企業の社会的責任を柱とする｢環境ビジョ
ン２０２０｣を掲げ、省エネ・創エネ等に関わる製品・技術の提供を通じて地球環境保護に貢
献するとともに、⾃らの⽣産活動における環境負荷低減にも積極的に取り組み、「環境経営」
を推進しています。

⼭梨製作所は2016年度に、⼀般財団法⼈省エネルギーセンターが主催する「平成28年度省
エネ⼤賞（省エネ事例部門）」において、最⾼位の「経済産業⼤⾂賞（節電分野）」を受賞し
ました。FEMS（⼯場エネルギー管理システム）を活⽤した電気と熱の最適利⽤による省エネ
と、電⼒⾃給率100%が⾼く評価され、今回の受賞につながりました。

このような⽣産拠点での省エネ活動は、エネルギー関連事業を展開する当社にとって、技術
を活⽤する良い機会であり、⾃社⼯場へ⽔平展開しています。また、お客様に⾒学を通して、
富⼠電機の省エネ技術の実例を⾒ていただき、地球温暖化防⽌を共に取り組んでいくことが、
社会貢献としても重要だと考えています。

当社は、これからもエネルギー・環境技術の⾰新により、安全・安⼼で持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

富⼠電機の環境経営の重要課題

富⼠電機は環境保護基本⽅針を基とした「環境経営」を推進する上で優先して取り組むべき重要課題を、経営企画部門、技術開発部門、事
業部門で構成されるメンバーにより、ステークホルダーの視点および企業の視点から特定しました。

そして2009年に中⻑期の取り組みの道標として「環境ビジョン2020」を策定しました。このビジョンでは、重要課題として特定した以下
の項目について、具体的な取り組みと目標を設定し、展開しています。

環境ビジョン2020

2009年に策定した環境ビジョン2020では、特定した重要課題である「地球温暖化防⽌」「循環型社会形成」「企業の社会的責任」を3本
の柱として、⾃社の⽣産活動における環境負荷低減とともに、当社が得意とする電気・熱エネルギー技術を活かした製品・技術の提供によ
り、持続可能な社会の実現を目指します。

「地球温暖化防⽌」の主な取り組みとして、2020年度には、⽣産時のCO2排出量をグローバルで2006年度（38.1万トン）⽐20%削減する
とともに、省エネ・創エネ製品の販売拡⼤により、社会のCO2排出量を3,000万トン削減することを目標としています。この⾃社⼯場のCO2

排出削減活動で得られたエネルギーマネジメントの成果は、当社製品にフィードバックされ、お客様のCO2排出削減活動へとつなげていきま
す。
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「循環型社会形成」の主な取り組みとして、⽣産資材については２つの課題に継続して取り組んでいます。⼀つは、⽣産時に使⽤する部材
や排出する廃棄物の総量削減です。そのために、製品設計に於いても３Rを意識した「省資源・⼩型・軽量・⾼効率・分解資源化の容易性」
を備えた「環境配慮型製品」の拡⼤や、品質活動による製造過程での不良低減などに取組んでいます。

もう⼀つは、リサイクル⽐率向上によるゼロエミッションの推進です。そのために、⽣産時に排出する廃棄物の分別を徹底することで再資
源化⽐率を向上し、最終処分率ゼロに向けて取り組んでいます。

⽔資源については、世界的に枯渇リスクも懸念されることから⽔資源の有効活⽤を重要課題と位置づけ、投⼊量の⽣産⾼原単位の低減を目
標に活動しています。特に、⽣産活動での⽔使⽤量の多い拠点や、海外の⽔供給リスクの⾼い拠点では、再利⽤率向上などの取り組みを強化
しています。

「企業の社会的責任」の取組みでは、拠点での環境教育や、各製造拠点での⾃然環境保護に関わる地域貢献活動、などを⾏っています。

環境経営3ヵ年ローリングプラン

「環境ビジョン2020」の実現に向け、「環境経営3ヵ年ローリングプラン」を策定し、継続的な活動を推進しています。

この活動では、社会の変化を捉えた環境経営戦略を毎年検証し、環境経営のガバナンス向上、化学物質対策、地球温暖化対策などをテーマ
に、具体的な目標を設定しています。常に3ヵ年先までの各年度の目標や活動計画の⾒直しを⾏い、「環境ビジョン2020」の確実な実現を目
指します。
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